
令和６年１２月１８日

国土交通省 中部地方整備局
浜松河川国道事務所

菊川水系黒沢川流域
特定都市河川の指定について

第１４回
菊川水系流域委員会

参考資料-３



－ 目 次 －

(1) 特定都市河川浸水被害対策法の概要・・・・・・・・・・・・・・ 2

(2) 黒沢川流域の概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4

(3) 黒沢川流域の特定都市河川の指定・・・・・・・・・・・・・・・ 6

(4) 流域水害対策計画の策定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

1



(1)特定都市河川浸水被害対策法の概要

特定都市河川浸水被害対策法は、都市部を流れる河川の流域において浸水被害が頻発していたことから、都市部の河川流域における
浸水被害対策の新たなスキームとして平成１５年に制定された。

全国各地で水災害が激甚化・頻発化していたことを受けて、あらゆる関係者が共同して取り組む「流域治水」の実効性を高める法的枠組
みとして、令和３年に改正された。
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(1)特定都市河川浸水被害対策法の概要

特定都市河川浸水被害対策法には、雨水貯留浸想施設の整備、雨水浸透阻害行為の許可、令和3年改正時に追加された浸水被害防
止区域の指定、貯留機能保全区域の指定などの制度がある。
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(2)黒沢川流域の概要

過去の浸水被害状況

菊川水系牛淵川支川の黒沢川流域は、内水による浸水被害が頻発している。

令和元年の台風第１９号による出水では、近隣の岳洋地区で床上浸水２２件、床下浸水５９件の被害が発生した。
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(2)黒沢川流域の概要

浸水被害発生要因

黒沢川流域は、牛淵川と丹野川に囲まれており、降った雨が流域内にとどまりやすい地形である。

洪水時に牛淵川の水位が上昇すると黒沢川へ逆流を防止するため、黒沢樋門を閉鎖する。

樋門閉鎖後は、黒沢川排水機場により丹野川へポンプ排水を実施する。

大雨の場合、降った雨が黒沢川へ排水しきれないことによる浸水被害（内水浸水）が発生する。

牛淵川と丹野川に囲まれ
ており、降った雨が流域内
にとどまりやすい地形
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(3)黒沢川流域の特定都市河川の指定

指定要件

黒沢川は指定要件を満足しており、令和6年度の指定に向けて関係者で調整を実施中である。
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(4)流域水害対策計画の策定（特定都市河川浸水被害対策法第４条）

特定都市河川の指定後は、流域水害対策協議会を設置し、浸水被害対策を総合的に推進するため、河川管理者等で共同して流域水害
対策計画を策定します。
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